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カラスウリ Trichosanthes cucumeroides (Ser. ) Maxim. 
（ウリ科 Cucurbitaceae）
に採取し，水洗後，根は輪切りにした後，日干しにし，種子は陰干しにして保存します。根には多
量のデンプンやタンパク質，果実には β - カロチンやリコペン，種子には脂肪油とタンパク質など
が含まれ，下血，黄疸，月経不順，咳止めなどに用いられてきました。我が国では，古来，根から
のデンプンを天花粉（テンカフン）と呼び，同属のキカラスウリやシナカラスウリ［栝楼根（カロ
コン）］と同様に，小児の皮膚病や汗知らずに用いられたそうです。キカラスウリやシナカラスウ
リ（チョウセンカラスウリ）はカラスウリに似ていますが，果実はカラスウリより一回り大きく，
黄色く熟し，種子に翼はありません。また，両者の葉もよく似ていますが，カラスウリの葉は濃い
緑色をしていて細かい毛が多く，つやがありません。一方，キカラスウリの葉は黄緑色で毛が少な
く，つやがあるので見分けがつきます。そして，カラスウリより一回り小さいウリに，属は異なり
ますが，灰白色の直径約１cm 位の果実をつけるつる性，一年草のスズメウリがあり，河川敷や湿っ
た土地で見かけます。
写真 1 カラスウリ（花）
写真 3 カラスウリ（果実）
写真 2 カラスウリ（種子）
写真 4 スズメウリ（果実）
